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1 はじめに
本研究は，現代日本語における若者ことばについて
大規模調査を実施し，その結果を多項分布型レジーム
スイッチングによって分析することで，過去にどのよ
うな変化が生じたのか，またその変化が生成された時
期についての特定を試みるものである．本調査で扱う
時系列データ（生年）や地理的データ（出身地・在住
地）は，情報量が多く，そのまま可視化しても解釈が
困難である．よって本研究では，収集データに対して
ウエイトバック集計による「重み付け」を行った上で，
データを単純化し，若者ことばの使用・理解にかかる
変化とその時期を特定している．

2 調査の概要
2.1 調査方法
現代日本語における若者ことばの使用実態および理
解度の把握を目的として以下のような調査を実施した．
調査対象は，18歳から 68歳の日本語母語話者および
高度な日本語運用能力を有する者とし，計 5,334名か
ら有効回答を得た. 調査は，スノーボールサンプリング
法によるウェブ調査を採用し，回答者の基本属性（性
別，生年，出身地域，現在の居住地）および 50項目の
若者ことばに関する使用・理解について回答を求めた．
調査対象となる語は，先行研究に倣い，年鑑の用語辞
典 [1] から抽出している．若者ことばの使用・理解に
関する回答選択肢としては，「1.使用する」「2.かつて
使用していたが，今は使用しない」「3.使用しないが，
聞いたことがあり，意味もわかる」「4.聞いたことがあ
るが，意味はわからない」「5.聞いたことがない」の 5
段階を設定した．
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2.2 分析方法
2.2.1 回答のリサンプリング
令和 2年国勢調査に基づく年齢別人口構成比を参照
し，各年齢に対して補正係数 (ウェイト値)を付与する
ことで，年齢ごとの偏りを調整した (人口構成は図 1を
参照)．令和 2年国勢調査の年齢別人口構成比に基づい
て各年齢のウェイト値を算出し，各年齢と各選択肢に
おける回答数をウェイト値の合計（実数）として扱う．
さらに，その年齢ごと選択肢のウェイト合計値の分布
と準乱数 [2]に基づいて，再現可能な回答シーケンスを
生成しなおした．
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図 1: 年齢別構成比

2.2.2 多項分布型レジームスイッチング検出
多項分布型レジームスイッチング検出は，複雑に変
化するデータを単純化し，タイムライン可視化する手
法である [3]．本研究では，データが多項分布に従っ
ていると仮定し，多項分布型レジームスイッチング検
出をデータの単純化手法として用いることで，若者こ
とばにおいて，過去に生じた変化とその時期を推定す
る．また，今回はモデル選択基準として最小記述長原
理（MDL）を採用し，アルゴリズムを自動で終了させ
る．既存の類似手法 [4]では，各カテゴリの平均値や分
散，勾配などの変化を基準としており，事前に変化点
数を与える必要があるが，多項分布の最尤推定におけ
る最適化問題を貪欲法と局所改善法によって解く本手
法においては，全カテゴリの出現分布の変化を基準と
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しており，変化点数の決定には情報量基準等を用いる
ことができるため，多項分布の変化が生じた時期や期
間に対し，なぜその結果になったのかというある程度
の根拠を与えることが可能である．

3 結果および考察
事前の残差分析とそのクラスタリングにおいて，他
の語とは異なる特徴をもつ語が複数抽出されたため，こ
こでは「ガクチカ」と「ワクテカ」のレジーム検出結果
を示す．「ガクチカ」とは「学生時代に力を入れたこと」
の略語であり，大学生の就職活動で用いられる若者こ
とばである．図 2から，1990年代後半生まれまでは，
使用・理解の度合いが極めて低いことが見てとれるが，
2000年以降生まれになると「使用する」という回答が
顕著に多くなっている．よって「ガクチカ」という語
は，20代半ばまでの若年世代によって使用され，今後，
定着していくことが予想される．また，「ワクテカ」と
いう語は，「胸がワクワク、肌や外見がテカテカきらめ
く状態」を意味する若者ことばであり，インターネッ
ト・コミュニティから発生した語である．一般的にこ
のようなインターネット・スラングは，使用の度合い
が低く，理解度は高いことが分かっているが [5]，図 3
においても，同様の傾向が可視化されている．1980年
代後半生まれから 2000年生まれまでは，「かつて使用
した」という回答が多く，それ以降は「聞いたことが
ない」との回答が増加していることから，この語が既
に衰退傾向にあることが示された．
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図 2: ガクチカ
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図 3: ワクテカ

4 まとめ
若者ことばは，流動的であり，その変化には個人的・
社会的要因が複雑に影響しているため，従来の手法で
は，進行中の変化を観察することは困難であったが，本
提案手法により，特定の語が出現した時期，あるいは
衰退・消滅の時期が推定できることが示された．
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